
８月２日(木）第１０５５回  
   （一社）倫理研究所 名誉研究員 

講師：中西 浩 氏 
テーマ：「人生五計」 

 

昭
和
二
十
二
年
六
月
熊
本
県
に
生
ま
れ
る
。 

五
計
と
は
①
生
計
：
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、

家
族
の
た
め
、
社
員
の
た
め
、
お
得
意
さ
ん
の 

た
め
、
世
の
中
の
た
め
、
自
分
の
た
め
。
生
計 

の
生
き
方
は
自
他
共
に
幸
せ
に
な
っ
て
い
く
事 

②
身
計
：
身
の
ふ
り
方
。
出
る
こ
と
は
難
し
く

な
い
、
退
く
方
が
難
し
い
。
後
継
者
に
譲
れ
る

か
ど
う
か
、
見
事
な
退
き
方
が
大
事
で
あ
る
。 

③
家
計
：
ど
う
い
う
家
を
つ
く
る
の
か
。
夫
婦

は
互
い
に
五
十
の
力
を
持
っ
て
い
る
。
製
造
が 

良
く
な
い
と
製
品
も
良
く
で
き
な
い
の
と
同
じ

で
互
い
に
力
を
合
わ
せ
な
い
と
良
い
家
庭
は
で

き
な
い
。
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
に
す
る
に

は
自
ら
の
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。
④ 

老
計
：
美
し
く
老
い
て
行
け
る
こ
と
は
理
想
で 

あ
る
。
肉
体
的
に
体
力
は
落
ち
、
精
神
的
に
は

頑
固
に
な
り
、
理
性
が
利
か
な
く
な
る
。
本
能 

は
老
い
て
く
る
と
出
る
の
で
あ
る
。
⑤
死
計
： 

ど
う
や
っ
て
死
ぬ
か
。
死
は
教
え
て
貰
え
る
経

験
者
は
い
な
い
。
ど
う
い
う
死
に
方
を
す
る
の

か
は
生
き
て
い
る
時
に
は
わ
か
ら
な
い
。
人
生

五
計
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
生
の
幕

引
き
が
大
事
、
実
の
多
い
人
生
に
し
て
欲
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
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利
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「モーニングセミナー」でどんなことをやるの？ 
 

 ・一流講師と経営者の体験談を聞き、経営者が自らの  

生き方や会社のあり方を学べます。 
 

 ・朝型の生活を体得するとともに、会員同士の交流・情報 

交換の場として、多くの職種の方との出会いがあります。 

 

 モーニングセミナー（無料） 
 朝食会（500円） 
 毎週木曜日   
セミナー  AM 6：00～7：00 

 朝食会   AM 7：00～8：00 
 

 東武スカイツリーライン「草加駅」徒歩８分  

                    

                  

８月９日(木）第１０５６回  
   （一社）倫理研究所 法人アドバイザー 

 講師：齊藤 和子  氏 
テーマ： 「心の倫理 全一統体 ひとつながりの世界」 

８月３０日(木）第１０５８回  
   草加市倫理法人会 会長  

講師： 風間 利高 氏 
テーマ：「感謝の心で自己革新～会長職3年間の体験報告」 

 

昭
和
二
十
二
年
二
月
、群
馬
県
の
浅
間
山
の
ふ 

も
と
で
産
ま
れ
育
つ
。
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
経
営
。
昭
和 

五
十
九
年
に
自
宅
か
ら
ボ
ヤ
を
出
し
、一
酸
化
炭

素
中
毒
で
入
院
中
に
友
人
か
ら
の
誘
い
で
倫
理
法

人
会
に
入
会
し
た
。
そ
の
後
も
、平
成
六
年
に
、癌

告
知
、平
成
二
十
二
年
に
は
検
査
で
見
つ
か
っ
た 

脳
動
脈
瘤
の
開
頭
手
術
と
苦
難
が
続
い
た
。
し
か

し
、「
病
気
か
ら
学
ぶ
」
。
倫
理
指
導
で
「
天
に
命
を

お
任
せ
し
喜
ん
で
取
り
組
む
事
、貴
方
に
し
か
で

き
な
い
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
、ド
ク
タ
ー
を
信
じ
、し 

っ
か
り
自
分
を
見
据
え
良
い
体
験
を
出
さ
れ
よ
」
の

言
葉
に
心
は
信
誠
万
事
、明
朗
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
。 

平
常
心
、笑
顔
で
手
術
台
へ
、無
事
に
ノ
ー
リ
ス
ク

で
生
還
。
家
族
、倫
友
、ド
ク
タ
ー
、支
え
て
下
さ
っ

た
全
て
の
方
に
感
謝
。
倫
理
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
幽

顕
の
世
界
。
宇
宙
大
生
命
と
見
え
な
い
絆
で
直
結 

し
て
い
る
心
（生
命
）を
幹
に
人
間
関
係
、身
体
、環

境
、物
品
・金
（物
心
一
如
）が
枝
と
な
り
倫
理
の
樹

木
と
な
る
。
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
ふ
ん
わ
り

と
や
わ
ら
か
で
、何
の
こ
だ
わ
り
も
不
足
も
な
く
、 

澄
み
き
っ
た
張
り
き
っ
た
心
」
を
体
験
で
き
る
。 
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哲
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８月２３日(木）第１０５７回  
    越谷市倫理法人会 会長 

講師：平林 照雅 氏 
テーマ：「倫理の出会いに感謝」 

 

「
す
べ
て
の
実
践
の
核
に
あ
る
も
の
は
、
感

謝
の
心
で
す
」
と
語
っ
た
風
間
会
長
。
「
夫
婦

愛
和
と
子
供
の
成
長
が
家
庭
で
の
一
番
の
成

果
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
の
体
験
と
し
て 

「
何
で
も
一
人
で
や
っ
て
い
た
も
の
を
、
ど
う

し
よ
う
も
な
く
な
り
、
社
員
さ
ん
を
信
じ
て
任

せ
き
っ
た
時
、
社
員
さ
ん
が
助
け
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
三
年
間
、
一
人
も
社
員
さ
ん
が
辞
め

な
か
っ
た
で
す
。
」
と
語
ら
れ
、
ま
た
、
「
会

長
の
仕
事
は
、
普
及
と
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

の
活
性
化
な
ん
で
す
。
普
及
す
る
と
自
分
の
置

か
れ
た
立
場
が
凄
く
わ
か
り
ま
す
し
、
身
な
り

や
言
葉
使
い
な
ど
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多
々 

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
れ
だ
け
仲
良
く
や
っ

て
い
る
か
が
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
率

に
如
実
に
反
映
さ
れ
る
ん
で
す
。
」
と
笑
顔
で 

話
さ
れ
、
「
皆
さ
ん
、
三
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
」
と
頭
を
下
げ
ら
れ
た
風
間
会

長
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木
村 

博
行 

記 
  

 
 

 
 

 

 

開
業
大
正
十
二
年
、
創
業
九
十
四
年
、
橋 

本
家
三
代
目
。
以
前
か
ら
釈
迦
の
説
法
を
好

み
、
倫
理
法
人
会
入
会
の
き
っ
か
け
も
「
職 

場
の
教
養
」
に
興
味
を
持
っ
た
事
。
入
会
直

後
、
活
力
朝
礼
に
手
を
挙
げ
皆
の
服
装
や
靴

に
も
気
を
配
っ
た
。
社
員
と
社
長
の
接
点
は 

大
切
で
あ
る
。
特
別
な
事
で
は
な
く
、
基
本

の
挨
拶
と
明
る
さ
、
何
よ
り
素
直
が
一
番
。 

仕
事
に
於
い
て
一
生
懸
命
も
独
り
よ
が
り
で

は
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
。
周
囲
に
思
い
や

り
を
持
ち
懸
命
に
打
ち
込
む
と
失
敗
も
解
決 

し
て
い
く
。
問
題
が
起
き
た
時
は
責
任
者
が 

一
番
に
現
場
に
駆
け
つ
け
る
。
相
手
の
ミ
ス

に
対
し
て
責
め
ず
寛
容
な
態
度
を
と
る
事
も 

自
身
が
人
か
ら
受
け
た
恩
を
忘
れ
て
い
な
い 

事
に
よ
る
。
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
勝
ち
残
る 

術
を
常
に
考
え
、
心
あ
る
仕
事
を
す
る
。
会

場
の
空
気
を
読
み
、
講
話
内
容
を
変
え
な
が

ら
笑
顔
で
講
話
さ
れ
た
。
様
々
な
経
験
を
し

て
、
更
な
る
飛
躍
に
挑
む
姿
勢
を
見
習
わ
な

け
れ
ば
と
感
じ
さ
せ
て
頂
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中 

友
子 
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今こそ打つ手は無限！！ 

草加市倫理法人会 
会長 早川純一 

 草加市倫理法人会第13代目会長を拝命致しました 
早川純一です。倫理法人会は平成30年9月1日より平成 
31年度がスタートしました。なぜ9月が新年度のスタートか 
というと、丸山敏雄創始者が昭和20年9月3日に「夫婦道」 
という原稿を寄稿したことをもって倫理の教えのスタートを 
きったとし、これを忘れないために年度代わりにしました。 
来年平成31年は4月30日をもって終了します。そして5月 
からは新たなる元号元年がスタートします。倫理法人会も 
来年5月からは新元号元年度になるわけです。これほどさようにただでさえ 
「ただならぬ1年」になる事が予想されます。私たち経営者はこの「ただなら 
ぬ1年」に備えなければなりません。どのように備えるのか・・・。 
その答えは「万人幸福の栞」の中にあると考えます。この会報をご覧の皆様、 
どうぞ一緒に倫理を学んでゆきましょう。 
至らぬところも多いかと存じますが、一生懸命務めて参りますので 
どうぞ宜しくお願い致します。 
 


